
二
〇
二
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
二
一
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

�
国
文
学
会
総
会
�

�
総
会

二
〇
二
一
年
五
月
三
一
日
～
六
月
五
日
に
行
わ
れ
た
常
任
委
員
会
に

よ
る
メ
ー
ル
で
の
審
議
に
お
い
て
審
議
事
項
が
承
認
さ
れ
︑
そ
の
決
議
を
も
っ

て
総
会
の
決
議
と
し
た
︒

�
国
文
学
会
春
季
研
究
発
表
会
・
講
演
会
�

二
〇
二
一
年
六
月
二
〇
日
︵
日
︶
Z
o
o
m

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

�
研
究
発
表

﹃
小
夜
衣
﹄
に
お
け
る
﹁
は
れ
ば
れ
し
﹂
と
そ
の
機
能

本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程

釜
丸

祥

教
育
の
質
的
向
上
に
係
る
国
語
教
員
の
専
門
性

青
森
県
立
中
里
高
等
学
校
教
諭

岩
崎
彩
香

和
語
・
漢
語
・
外
来
語
の
語
感
を
生
か
し
た
俳
句
創
作
の
単
元
構
成
︵
中

学
�
年
︶

滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
教
諭

永
田
郁
子

�
講
演

同
志
社
大
学
文
化
学
会
共
催

﹁
研
究
史
を
捉
え
直
す
﹂
と
い
う
こ
と

︱
﹃
平
家
物
語
﹄
法
然
義
論
争
を
巡
っ
て

本
学
教
授

源
健
一
郎

�
国
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
�

二
〇
二
一
年
一
二
月
五
日
︵
日
︶
Z
o
o
m

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

�
研
究
発
表

横
光
利
一
﹁
時
間
﹂
論

︱
﹁
機
械
﹂
か
ら
の
転
換
と
試
み

︱

本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程

中
村
梨
恵
子

読
点
を
意
識
化
す
る
た
め
の
指
導

関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
教
諭

松
本
匡
由

Ｉ

Ｃ

Ｔ

機
器
を
利
用
し
た
国
語
授
業

︱
国
語
総
合
﹁
羅
生
門
﹂
よ
り
﹁
羅
生
門
裁
判
を
し
よ
う
﹂

︱

奈
良
県
立
二
階
堂
高
等
学
校
教
諭

後
藤

絢

�
ゼ
ミ
相
談
会
�

学
生
部
会
主
催

二
〇
二
一
年
一
一
月
二
五
日
︵
木
︶
︑
一
二
月
二
日
︵
木
︶

良
心
館
二
〇
七
教
室

�
国
文
遊
歩
�

学
生
部
会
主
催

二
〇
二
一
年
一
二
月
一
九
日
︵
日
︶

�
研
究
発
表
会
�

院
生
部
会
主
催

二
〇
二
二
年
三
月
八
日
︵
火
︶
︑
三
月
一
五
日
︵
火
︶

良
心
館
二
〇
六
教
室

�
同
志
社
国
文
学
�

第
九
五
号

二
〇
二
一
年
一
二
月
二
〇
日
発
行

二
〇
二
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
七
五



収
載
論
文
四
編
︑
資
料
紹
介
一
編
︑
実
践
報
告
二
編

第
九
六
号

二
〇
二
二
年
三
月
二
〇
日
発
行

収
載
論
文
五
編
︑
資
料
紹
介
五
編

�
国
文
学
会
会
報
�

第
四
九
号

二
〇
二
二
年
三
月
二
〇
日
発
行

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
の
た
め
︑
例
年
行
わ
れ
て
い
る
院
生
部
会

主
催
の
講
演
会
は
中
止
︑
国
文
合
宿
は
研
究
発
表
会
と
し
て
実
施
︑
学
生
部
会

主
催
の
新
入
生
歓
迎
会
は
中
止
︑
国
文
遊
歩
は
一
回
の
み
の
実
施
︒

二
〇
二
一
年
度
修
士
論
文
題
目

﹁
藍
紙
本
万
葉
集
﹂
の
性
格

︱
巻
第
九
残
巻
を
中
心
に

︱

湯

本

美

紀

古
典
文
学
に
お
け
る
猫
の
夢
の
特
徴
に
つ
い
て

小

林

芙

美

有
島
武
郎
の
童
話
論

︱
﹁
一
房
の
葡
萄
﹂・﹁
溺
れ
か
け
た
兄
妹
﹂

︱
芦

野

陽

子

横
光
利
一
﹃
夜
の
靴
﹄
論

︱
語
り
手
﹁
私
﹂
の
位
相
と
作
品
の
構
成
に
つ
い
て

︱
中

村

梨
恵
子

澁
澤
龍
彥
と
﹁
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
病
理
学
｣

後

藤

大

介

遠
藤
周
作
﹃
沈
黙
﹄
に
み
る
翻
訳
・
映
画
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
可
能
性
と
限
界

山

根

圭
乃
子

二
〇
二
一
年
度
卒
業
論
文
題
目

古
事
記
神
話
の
櫛
に
つ
い
て

岡

野

真

依

ミ
ソ
ギ
と
ハ
ラ
ヘ
に
つ
い
て

︱
上
代
文
学
作
品
を
通
し
て
考
え
る
二
つ
の
儀
式

︱村

井

紗

代

上
代
に
お
け
る
﹁
浦
島
伝
説
﹂
と
神
仙
小
説
と
の
か
か
わ
り

︱
話
型
分
析
を
通
し
て

︱

倉

田

真

緒

﹃
万
葉
集
﹄
に
お
け
る
﹁
植
物
の
香
り
を
詠
む
歌
﹂
と

そ
の
特
徴
に
つ
い
て

板

井

佑
依
奈

万
葉
集
の
﹁
鹿
鳴
﹂
と
﹁
鹿
﹂
訓
に
つ
い
て

森

野

智

子

﹃
竹
取
物
語
﹄
に
お
け
る
中
秋
の
名
月
に
つ
い
て

浜

本

裕

﹃
落
窪
物
語
﹄
お
よ
び
﹃
う
つ
ほ
物
語
﹄
に
お
け
る
飲
食
表
現
の
効
果

木
戸
口

瑠

華

﹃
落
窪
物
語
﹄
に
お
け
る
落
窪
の
君
の
人
物
造
型
と
位
置
づ
け

武

内

真

由

二
〇
二
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
七
六



﹁
源
氏
物
語
﹂
の
英
訳
に
お
け
る
桐
壺
更
衣
の
表
現
の
違
い王

博

朧
月
夜
の
人
物
像
と
存
在
意
義

小

谷

杏

美

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
源
典
侍
と
光
源
氏
の
関
係

︱
好
色
な
老
女
が
登
場
す
る
他
の
物
語
と
比
較
し
て

︱
小

倉

彩

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
い
て
近
江
の
君
が
担
う
役
割

小

林

拓

成

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
柏
木
の
役
割

︱
光
源
氏
に
よ
る
密
通
と
の
比
較
か
ら

︱

守

賢

大

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
紫
の
上
の
死
の
表
現

山

田

玲

菜

薫
の
声
と
﹁
あ
て
﹂
に
つ
い
て

上

嶋

由

莉

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
う
つ
く
し
﹂
の
対
象

︱
形
容
詞
と
形
容
動
詞
を
中
心
に

︱

吉

田

茉

以

絵
日
記
の
表
現
方
法

︱
﹃
源
氏
物
語
﹄
と
﹃
狭
衣
物
語
﹄
の
比
較
か
ら

︱伊

藤

真
利
那

﹃
大
斎
院
前
の
御
集
﹄
の
﹁
枕
虫
﹂
に
つ
い
て

田

中

樹

源
俊
頼
の
月
雲
詠

︱
詠
法
の
分
類
と
独
自
性

︱

岩

﨑

春

乃

御
子
左
家
歌
壇
の
鶉
詠
に
お
け
る
藤
原
俊
成
﹁
夕
さ
れ
ば
﹂
歌
享
受

新

垣

彩

香

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
二
十
に
お
け
る
天
狗
説
話
の
意
義

都

築

彩

花

天
智
天
皇
歌
﹁
秋
の
田
の
﹂

︱
そ
の
詠
歌
時
期
を
踏
ま
え
て

︱

泉

祐

衣

八
代
集
恋
歌
に
詠
ま
れ
る
﹁
葦
﹂
の
考
察

︱
伊
勢
歌
再
解
釈
を
め
ざ
し
て

︱

野

村

美

有

﹃
と
り
か
へ
ば
や
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
と
り
か
へ
﹂
の
効
果金

藤

伸
太
郎

浦
島
説
話
か
ら
読
み
と
く
﹃
古
事
談
﹄

︱
話
型
と
配
列

︱

奥

野

瞳

﹃
十
訓
抄
﹄
第
四
に
お
け
る
撰
者
の
意
図
を
さ
ぐ
る

有

田

知

広

﹃
大
江
山
絵
詞
﹄
に
お
け
る
酒
呑
童
子
の
空
間
と
両
義
性

小

林

咲

輝

中
世
紀
行
文
学
に
お
け
る
雨
の
描
写
と
そ
の
効
果

白

石

歩

﹃
伊
勢
物
語
﹄
二
三
段
﹁
筒
井
筒
﹂
と
能
﹁
井
筒
﹂
の
比
較中

村

日
向
子

﹃
草
根
集
﹄
中
の
紅
涙
歌
に
つ
い
て

三

宅

春

佳
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﹃
鉢
か
づ
き
﹄
論

︱
﹁
鉢
﹂
と
﹁
天
女
譚
﹂
か
ら
見
て

︱

飯

塚

美

咲

﹃
鉢
か
づ
き
﹄
御
巫
本
の
性
格

︱
山
蔭
中
納
言
説
話
か
ら
の
視
点

︱

兵

部

和

嗣

御
伽
草
子
﹃
瓜
姫
物
語
﹄
に
お
け
る
物
語
的
設
定
に
つ
い
て

︱
昔
話
﹁
瓜
子
姫
﹂
と
の
比
較
を
通
し
て

︱
伊

藤

康

乃

後
水
尾
院
の
和
歌
の
特
徴
に
つ
い
て

門

田

華

音

﹃
不
白
翁
句
集
﹄
か
ら
み
る
不
白
の
茶
の
湯
句

川

上

智

大

﹃
一
谷
嫩
軍
記
﹄
に
見
る
平
忠
度

伊

藤

楓

江
戸
小
咄
に
お
け
る
中
国
笑
話
の
翻
案
方
法

川

上

聡

太

﹃
け
い
せ
い
恋
飛
脚
﹄
及
び
﹃
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹄
の

改
作
と
し
て
の
在
り
方

︱
登
場
人
物
の
比
較
を
通
し
て

︱

稲

田

香

保

南
北
作
品
に
見
る
夏
狂
言
の
魅
力
と
は

︱
涼
を
感
じ
る
演
出
に
つ
い
て

︱

西

井

萌

栞

﹃
背
振
翁
伝
﹄
に
お
け
る
秋
成
の
意
図

西

田

沙

愛

書
簡
と
そ
の
歌
か
ら
見
る
蓮
月
歌
の
再
考

森

下

穂
乃
花

春
画
・
艶
本
に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
の
方
法

︱
﹃
当
開
道
夜
通
家
快
談
﹄
を
中
心
に

︱

遠

藤

杏

江
戸
時
代
に
お
け
る
﹃
偐
紫
田
舎
源
氏
﹄
の
享
受
の
形
の
考
察

︱
絵
双
六
を
用
い
て

︱

島

津

大

和

歌
舞
伎
に
お
け
る
狐
の
様
相

西

川

実

那

歌
舞
伎
変
革
期
に
お
け
る
女
形
の
在
り
方

︱
演
劇
改
良
運
動
を
背
景
に

︱

斎

藤

真

央

夏
目
漱
石
の
表
現
す
る
﹁
死
﹂
と
い
う
概
念

河

合

慎

平

﹁
黒
猫
﹂
の
お
島
は
ど
ん
な
人
物
か

︱
鏡
花
の
人
物
像
に
照
ら
し
て

︱

酒

向

早

紀

有
島
武
郎
﹃
惜
み
な
く
愛
は
奪
ふ
﹄
に
お
け
る
﹁
本
能
的
生
活
﹂
の
意
味

伊

藤

貴

真

志
賀
直
哉
﹁
児
を
盗
む
話
﹂
に
お
け
る
主
人
公
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム

三

島

ま
な
美

堕
落
か
ら
見
る
﹁
刺
青
｣

古

角

彩

谷
崎
潤
一
郎
﹁
魔
術
師
﹂
論

︱
近
代
都
市
の
﹁
魔
法
﹂
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
中
心
に

︱

刘

議

蔓

谷
崎
潤
一
郎
﹃
鍵
﹄
に
お
け
る
性
表
現

︱
猥
褻
と
文
学

︱

久
保
田

瑛

南

﹁
魔
術
﹂
か
ら
見
る
芥
川
龍
之
介
の
作
品
観

三

浦

玲

奈

二
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ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
芥
川
龍
之
介
﹃
河
童
﹄

伊

津

渚

朔
太
郎
詩
に
お
け
る
光
と
金
属
と
宗
教
性

三

浦

史

織

夢
野
久
作
﹁
瓶
詰
地
獄
﹂

︱
瓶
を
開
け
て
広
が
る
地
獄

︱

高

野

光

咲

﹃
死
後
の
恋
﹄
論

︱
虚
構
性
と
リ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら

︱

田

中

怜

衣

夢
野
久
作
﹃
少
女
地
獄
﹄
論

︱
﹁
少
女
﹂
と
﹁
地
獄
﹂
の
関
係
性

︱

石

井

良

樹

江
戸
川
乱
歩
﹃
孤
島
の
鬼
﹄
に
お
け
る
同
性
愛

河

野

万

葉

吉
屋
信
子
﹃
花
物
語
﹄
に
お
け
る
女
性
同
性
愛
表
象

神

戸

啓

多

井
伏
鱒
二
﹁
山
椒
魚
﹂
論

︱
揺
れ
る
﹁
山
椒
魚
﹂
を
め
ぐ
っ
て

︱

德

姫

佳

横
光
利
一
﹁
春
は
馬
車
に
乗
っ
て
﹂

︱
新
感
覚
派
的
表
現
と
し
て
の
﹁
新
鮮
な
解
釈
﹂
と
は

︱

姜

岐

儁

横
光
利
一
﹁
機
械
﹂
論

︱
横
光
の
﹁
格
闘
﹂
と
人
間
社
会
観

︱

松

尾

佳

奈

極
上
文
學
﹃
Ｋ

の
昇
天
～
或
は
Ｋ

の
溺
死
～
﹄
に
つ
い
て
の
考
察

︱
原
作
小
説
と
の
差
異
か
ら
み
る
朗
読
劇
の
魅
力

︱笠

松

芽

生

梶
井
基
次
郎
﹃
器
楽
的
幻
覚
﹄
論

︱
﹁
幻
覚
﹂
の
発
現
要
因
に
つ
い
て
の
考
察

︱
組

橋

茅

夏

横
溝
正
史
﹃
蔵
の
中
﹄
に
お
け
る
入
れ
子
構
造
に
つ
い
て帆

足

日
菜
待

堀
辰
雄
﹃
聖
家
族
﹄
論

︱
描
か
れ
る
﹁
生
﹂
と
﹁
家
族
﹂

︱

北

浦

依

織

堀
辰
雄
﹃
風
立
ち
ぬ
﹄
に
お
け
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

︱
自
省
と
追
憶
の
過
程
を
辿
っ
て

︱

小

島

菜

緒

戦
時
期
に
お
け
る
﹃
キ
ン
グ
﹄
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
と

掲
載
小
説
に
つ
い
て

田

中

荘
太
朗

﹁
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
﹂
論

︱
太
宰
治
の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン

︱

樋

口

樹

里

太
宰
治
﹃
正
義
と
微
笑
﹄
論

︱
主
人
公
の
人
物
像
と
聖
書
の
影
響
を
中
心
に

︱坂

本

明
玖
美

二
〇
二
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
七
九



太
宰
治
﹃
お
伽
草
紙
﹄﹁
舌
切
雀
﹂
に
お
け
る
﹁
弱
者
﹂
と
﹁
世
間
﹂

︱
お
爺
さ
ん
の
出
世
と
お
婆
さ
ん
の
死
か
ら

︱
高

松

哲

太
宰
治
﹃
パ
ン
ド
ラ
の
匣
﹄
に
お
け
る
﹁
新
し
い
男
﹂
た
ち
の
生
き
方

河

野

百

花

太
宰
治
﹁
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
﹂
考

︱
太
宰
治
と
大
谷
︑
或
い
は
﹁
私
﹂
と
美
知
子
夫
人

︱
大

島

明

奈

織
田
作
之
助
﹁
俗
臭
﹂
論

︱
改
稿
版
﹁
俗
臭
﹂
に
お
け
る
児
子
権
右
衛
門

︱石

原

梨

歩

松
本
清
張
﹁
断
碑
﹂﹁
石
の
骨
﹂
か
ら
見
る
学
歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

新

井

晴

登

田
村
泰
次
郎
﹁
肉
体
の
門
﹂

︱
原
作
と
続
編
か
ら
見
え
る
肉
体
文
学
の
意
義
と
問
題
性

︱

村

上

晴

香

安
部
公
房
﹃
砂
の
女
﹄
論

︱
社
会
の
流
動
と
希
望

︱

西

村

拓

人

﹁
わ
が
友
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
﹂
論

︱
二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
の
歯
車

︱

木

村

美

月

澁
澤
龍
彥
﹁
ね
む
り
姫
﹂
論

︱
澁
澤
小
説
の
ス
タ
イ
ル
と
物
語
の
﹁
新
し
い
領
域
﹂

︱

溝

端

環
太
郎

筒
井
康
隆
に
見
る
喫
煙
観
と
虚
構
性

︱
﹃
最
後
の
喫
煙
者
﹄
を
中
心
に

︱

尾

崎

航

志

﹃
納
屋
を
焼
く
﹄
論

︱
自
分
の
中
の
焼
き
払
う
べ
き
も
の

︱

伊

藤

里

恵

村
上
春
樹
﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
論

︱
﹁
恋
愛
障
害
﹂
か
ら
繋
が
る
﹁
死
﹂
と
﹁
生
﹂

︱ナ

ム

エ
ヴ
ァ

村
上
春
樹
﹃
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
﹄
論

︱
近
代
的
暴
力
へ
の
抵
抗
と
現
代
人
の
使
命

︱
中

村

耀

梨
木
香
歩
﹃
裏
庭
﹄
論

︱
家
庭
環
境
の
変
遷
か
ら
考
え
る
異
界
の
在
り
方

中

尾

留
梨
子

目
取
真
俊
﹁
マ
ー
の
見
た
空
﹂
論

︱
沖
縄
文
化
と
差
別
の
象
徴
﹁
マ
ー
﹂

︱

谷

川

清

健
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﹃
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
﹄
に
お
け
る
人
生
行
路

︱
﹁
死
﹂
と
﹁
生
﹂・﹁
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
﹂
と
い
う
観
点
で
読
む

︱

木

村

應

江

ピ
ア
ノ
の
調
律
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

︱
﹃
羊
と
鋼
の
森
﹄
の
背
景
よ
り

︱

御

前

友

美

伊
坂
幸
太
郎
﹃
死
神
の
精
度
﹄
に
見
る
死
神
の
異
化
効
果
に
つ
い
て

田

中

あ

み

道
尾
秀
介
﹃
向
日
葵
の
咲
か
な
い
夏
﹄
考
察

︱
︽
物
語
︾
と
︿
物
語
﹀
に
よ
る
﹁
救
い
﹂

︱
亀

岡

綾

乃

綿
矢
り
さ
﹃
蹴
り
た
い
背
中
﹄
論

菊

池

美

奈

近
代
小
説
に
み
ら
れ
る
﹁
あ
て
字
﹂
の
特
徴
に
つ
い
て

野
曽
原

拓

未

漫
画
に
お
け
る
棒
線
符
号
に
つ
い
て

谷

口

明
日
香

文
法
機
能
︑
意
味
︑
表
記
か
ら
み
た
﹁
お
も
わ
く
﹂
の
語
史

谷

口

悠

﹁
す
べ
て
﹂
の
意
味
と
表
記
の
変
遷
に
つ
い
て

増

田

薫

子

大
蔵
流
狂
言
台
本
に
お
け
る
妻
の
呼
称
に
つ
い
て

︱
語
用
論
の
観
点
か
ら

︱

藤

村

香

奈

﹁
腹
﹂
を
用
い
た
笑
い
の
表
現
の
変
遷

梅

岡

陽

菜

味
覚
形
容
詞
の
意
味
拡
張
に
つ
い
て

田

頭

健
太
郎

類
義
語
︿
気
持
ち
﹀
と
︿
気
分
﹀
の
使
い
分
け

小

山

日
菜
子

﹁
～
感
﹂
表
現
の
意
味
・
用
法
と
前
接
要
素
の
考
察

山

上

将

大

新
語
・
流
行
語
の
流
行
の
仕
方

︱
ピ
ー
ク
に
よ
る
傾
向
の
分
析

︱

米

山

そ
よ
ぎ

若
者
言
葉
﹁
普
通
に
﹂
の
意
味
・
用
法

︱
20

代
前
半
の
女
性
に
お
け
る
用
例
を
も
と
に

︱原

田

真

菜

鈴
木
三
重
吉
童
話
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
語
彙
と
用
法

梶

田

恭

吾

絵
本
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て

肥

塚

夕
季
菜

反
実
仮
想
と
作
者
の
意
図

︱
古
今
和
歌
集
よ
り

︱

森

田

光

騎

近
世
初
期
に
お
け
る
格
助
詞
﹁
ガ
﹂
の
発
達
と
無
助
詞
主
格
標
示
の
存
続

︱
近
松
浄
瑠
璃
を
資
料
と
し
て

︱

塚

本

遼

遊
女
こ
と
ば
の
終
助
詞
の
用
法

︱
江
戸
・
大
阪
・
京
都
の
比
較

︱

松

田

紗

綾

近
代
日
本
に
お
け
る
断
定
表
現
﹁
で
す
﹂
の
使
用

︱
明
治
大
正
期
の
小
説
の
会
話
文
を
中
心
に

︱
深

津

英

峻

文
末
表
現
﹁
ク
ナ
イ
﹂
に
つ
い
て

平

田

み
ゆ
き
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﹁
～
に
な
り
ま
す
﹂
の
文
法
的
性
質

︱
敬
語
表
現
と
構
文
を
中
心
に

︱

松

田

有
理
沙

漫
画
に
お
け
る
新
敬
語
﹁
っ
す
﹂
の
用
法
に
つ
い
て

︱
漫
画
﹃
ワ
ー
ル
ド
ト
リ
ガ
ー
﹄
を
中
心
に

︱
岩

田

蓮

新
聞
投
書
の
文
体
に
み
ら
れ
る
性
差
の
変
遷
と
要
因

杉

山

奈
緒
子

昭
和
時
代
の
詩
と
歌
詞
の
文
体
的
比
較

岸

本

舞

村
上
春
樹
作
品
に
お
け
る
比
喩
表
現

曽

我

部

克

洋
画
の
日
本
語
吹
替
と
日
本
語
字
幕
の
比
較

石

原

天

海

江
戸
落
語
の
噺
家
の
こ
と
ば
づ
か
い

︱
﹃
笑
点
﹄
大
喜
利
出
演
者
の
実
態
調
査
か
ら

︱寺

西

歩

実

年
代
別
に
見
た
絵
本
の
言
語
的
特
徴

菊

池

佑

子

雑
誌
広
告
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
表
現
差

︱
対
象
年
齢
別
・
性
別
の
比
較
か
ら

︱

濱

子

真

衣

Ｓ

Ｎ

Ｓ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
文
体

︱
言
文
一
致
の
観
点
か
ら

︱

千

田

人

温

サ
カ
ナ
ク
シ
ョ
ン
山
口
一
郎
の
歌
詞
に
お
け
る
語
彙
と
表
現
の
研
究

山

田

篤

貴

日
本
語
ラ
ッ
プ
に
お
け
る
韻
の
基
礎
的
研
究

︱
C
r
e
e
p
y
N
u
ts
の
作
品
を
中
心
に

︱

山

田

岳

ハ
ル
敬
語
の
使
用
か
ら
見
る
成
立
過
程

︱
形
態
分
析
を
用
い
て

︱

板

井

翼

京
こ
と
ば
の
名
詞
﹁
お
﹂﹁
さ
ん
﹂
の
特
殊
性
と
使
用
の
現
状

渋

谷

優

作

大
阪
方
言
﹁
ヤ
ル
﹂
に
お
け
る
使
用
条
件
と
使
用
状
況

千

坂

希

大
阪
方
言
に
お
け
る
否
定
辞
﹁
ヤ
ン
﹂
に
つ
い
て

髙

木

絵

菜

岡
山
県
岡
山
市
方
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
﹁
シ
ト
ル
﹂

﹁
シ
ヨ
ル
﹂
﹁
シ
ヨ
ー
ル
﹂﹁
シ
ョ
ー
ル
﹂
の
使
用

︱
日
本
語
ア
ス
ペ
ク
ト
に
お
け
る
方
言
的
特
徴

︱天

野

響

現
代
の
私
た
ち
が
創
り
出
す
﹁
京
都
ら
し
さ
﹂
の
言
語
実
態
に
つ
い
て

︱
�
�
�
�
年
以
降
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
資
料
と
し
て

︱

岡

本

珠

希

児
童
図
書
・
テ
ィ
ー
ン
向
け
書
籍
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

方
言
の
出
現
傾
向
に
つ
い
て

浜

田

美

月
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